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1.クレゾール及びフエノールの体内生成に就いて
加}燦奴ーく臨時!)ー 
1) Tyrosineより Phenolを藤生する大腸閣は， 
p-Hydr・oxy-phenyl鮒椴・ p-Hydroxy安息香般に
作用せず。~適椴D'tpH7. St-My加えて放躍. 1・3 
.171時間後 Phenol は 55 ・ 68 ・ 100~る; Ammoniaは 
12・19.100%生成され， Ammonia tl:': fJ~j殴れてし、る
状態で，仁i紙グロマトにより， Alanineの存在を市E
明日早た。即ち Tyrosine から Phenol が静寂I~句
に生ずるfNj:，Phenol 十 Alanine' が一次1~1'~rtg物た
ることをl閃かにした。 2)p-Hydroxy 安息香再建
をm~j決憎し， Phenol を隊生する大腸l~Îは，言語iR!i般
度 pH60 Toluol 1l't釘:下で‘も作F目するの アセトシ粉 
於附閥病院髭階大翻堂〉 
の山キ血液製iス線天蛸{気性培養 
i活性商に比し，侃性閣は劣勢にして. Welchii， 
B官制 措 To旬 凱us近似簡毎等を{時時お折折詰詰認喜むるも常{町idus 町rt 旧 F i'S， uoωs
性認めずo 過性rtrたる i脅~W~:\j!商船に梓j意識を認む。 
3. 本年当践に収容せ.g赤銅檀痢患者より

分離された赤痢菌の薗型にワいて

谷茂問昨，労:}l1獄。1ft葛城病院〉
赤桝の閣2砲を検出することは疫学的にも亦臨床的
見地よりしても極めて寂要な滋義を有するにかかわ
らず，当市〈院〉に於レては米だか与る分知的報告
を見なし、。われわれはこの点に鍛み，木年 1月より
10月まで、当I\~~に収:容語容Fせせ嗣る雪赤赤予予処百呼附 臼~ij .波痢忠者 160名より
1:.ei1-剖枕:液tは土が叫母A1組独dl 1 侃 i 3式に従つて虫 分肉雌住』せる赤痢荷65~株朱について悶際際分鎖ブ方ラ米Rカか、ら pH6 醇手紫主却拙IfRで、 l 1出 上!ヒ二首消日{試み，滋枕蜘t封:
では不1活雪奇lE4 の代りにB夙1+ 分;矧臨闘i 却を試みた。その結身県~， 2b詰簡奇は26.6%で 二ゴJ土1:有効。:Jtは恥悦なるも.綿合 '.1f¥1上一 u A
， {)'， 1・p-Hy3)強まる。ド:ヂ刈月刷目rI jするとn~t匂+MATP丹 g を色低使用 作作Fi 線却を保持， 次いで 1b織の23%，錨3ω'2a閣の 
droxy-phenyl問!?椴より P・Cresolを践Eじする?訴を 
大使より分閥'11した。三郎臨限度 pH6.，Toluol軍投下
でも作用する。.
2.家鶏敏成長に伴う腸内蔀援の消長について
別所一兇〈術生学〉
1) 1 %糖入怒天~t-気'I~I_:増強 
~1l'UIJ r:1 より数ヶ月に亙って大腸部族，腸;球菌族の 
HI五関係は多，除に亘り，之を一定の公式化する事は
不能なるも，特に生後 1JmJfmは日々~JfVJあるもの約
半数にして，大腸商族の優勢を示せるもの，更にそ
の半数である。 1--3月{なの中部ft却!に腸J~JÇ間放i磁勢例
:1.'(1加せり〈半数例以上〉時間以外のitは勢力関くrf)l
接支配には剰らぬ。之れを要するに，同じ脊村長動物
にでも崎乳類の如く，11f1J乳期と成長t~羽の聞に，格段
き鳥溜の親子!聞に1の差異あるものに比して，鶏の女
ては主要閣は問ーにして，数麗・関係に於L、て多少の
使化を認めし以外，棋本的遊興を認めず。
18.4%，第4似は Sonne閣の 18.4%である。これ
な木県及び東京都と比il疫すると 2bは当i協26.6%に
比すと約2的の45.9%となっていることは注目に側 
する。 1b，23%は東京都の 7%に比すと約3情，木
県の 2倍強となっている。 Sonne閣は 18.4%でほ
ど東京都と近ねしているが千波県の 5.2%の約 3ft~Î 
強である。疫抑jな認したもの29名中，分間iしたもの 
6名， t+13名は Sonne荷， 2a商 2名，他は3a， 1 
名であった。やはり投仰は下等部の Sonne関等に
より j也る場合が多い。 
4. 無恵性ジフテ 9ア粛の有痩鮭転換にワいて
〈ファージによる溶原化と有海{むとの関連〉 
波多野 器〈品1閣学〉
無搭性ジブテリア閣の有議化は疫学的にも重要と 
思われ，遺伝学上も興味深き問題であるが未だ実験
的誕明は殆んどなし、。此の有識化とし、う突隙的な間
賠にファージが関与するという事はブアージのJ寺つ
第 4号 千諜医学会雑誌 -493-
米開拓の分野に}歩を入れたものとしても惣義深 
1951年 Freemanにより見出された本現象付， 
Frobischer，Groman，Barksdale 戒は Hewit等
により更に追求分析されて来た。私は先にGroman
より分与を受けた本フア{ジ :Bとその Hostの閣
を用い溶隊化と共に有穆イ I~の生ずる事を締認し， 4 
;mミの蘭株に於て畿のなし峠Fを聞にした。更にか Lる 
¥ 
Phage-Hostの検出と Gl'omanの Phageへの感
受性とを50~朱のジツテリア mHで検討し， 3 ;mとの治原
，gl: ï笥とその指示前 5~朱及び 1 ~朱の感受性誌{を凡I-L!し
た。之主事的J!:j"N~::閣の政主主フア{ジで~ f・隙j 点7J 劇化を手f
イじの関係はHfjかでなかったが，新たに分峨された感
受性i1!!~様性前 CD".....41) は Phage :8でl#J8i化と共
に有権化される司i;が分ったの 
5. 右側問名宇宙を伴ラ純縛失競症
木村泰三(九段以病院〉
淵:削避Ut:， )0ラ氏澱C0.6才♀，視力59例。1第
を伴う治相1]同名とI/~l苛を認める外眼及び全身所見に磐
裂を認めず。失続症あり，自分の却し、たばかりの学
が読めなし、。舘宵あり，キウリナス全与を認織しf与な
し、。その{也 CoJouragnosia，Spacialagnosiaを認、
むるが，色有Il~切首なし，粧鱗i品多あり， Agnosiaは 1
ヶ月 fi'!:で¥全治し，視!Ilfは布上 3半官となる傾向あり。
第 2例， 60才♀，視力 0.5(ラ環)， ;(:i上 t ミ I~l寺の傾
向ある武班:勉避を伴う:1:i;HlJ同名半1雪その他のm見は
殆んど第 1例に同じ。{日し失誠!抗付:洩学では戦く，
仮名文!.J'.に多く認められる外，二=f.以上になると限
解出来ぬ (vebraleAlexiゅの住，有1異常が認められ
以上 2例より病簡は左半球のグラチオーレ視放線
の Visualcortexに近<， 且つ:1:iJ二 i とI~I苛の傾向あ
ることより， :1三として Fissuracalcarinaの1ぐブf
に存在するものと考えられる。
〔趨加〕 鈴木次郎α郡勝外科〉
加者のお献をきき恰皮肉じ様な症例を経験したこ
とを思し、だしたので追加する。
この症例町梢検査の斜i架脳版協ではなL、かと思い
手術を行ったが，後政tW特に演者のi想定される立1:き
{問所に肉:54~腕を発見，之は都生虫によるものである
ことを知った。即ち私け演者の惣定個所を実際に(I'(t!
認、するを得たのでJ}1!'朱あること L思い追加する次第
である。
6. 賞斑回避を伴える両側性問客性
 
宇宙症のー寄例

鈴木賞民，浜犀j悶吉〈眼科学〉
般近古・々は左側J抑制払次いで右側不全麻郷と失
言.~~肢を現わせる患者に裁就E IITl J肢を伴った両(HlH~I;同名
性半白症を認める非常に精iれな前(HlJを42たので報告
する o 
~li~例は49.才合，操業。本年 9 月中旬より ， L半身'e
のシピレ感， ~;11覚鈍j拘:を訴え.，泊7/恥ヌ~ï協矯 2 内科
に受診，脳1飲イロ古の嫌いで入!出.Jーる。:l!lhd眼科内診
附i眼視力1.2 ，被視，険下~"lli，偏視なく，対光反応:
は倣。眼底は動Jl~f干j 々狭小の{也，異常なし。視野は 
の管状視野をfJJ却のみを残した所翻河liIむ30心約"1 !l
認めたの imして半併症事1:盤強孔誌なく，よって阿側 
出品象であると1)汀:1性同名性ミ|三百十こ見る定期拘な賀泊 
考えた。以後経過で左~UJ}十月単純哲 101 となり，発作後 
:tift!lJ不全麻糾i，失説ffEを現わし1γx死亡すのこの問
視野は殆んど~らなし、。
この部位診断に就いて，穏々の考;従を試み，初め
布三l~pRの隙潔の{也に，内科的の症状はなかったが，
"É:'半球にも税放級以 I~' に隙1;_g(J;)り，後にこれが拡大
したと考えた。 
7. 人体神経及び筋の時値
木1'101]三自 I~，大倉序列
〈第一gミ国〉
隊問;主治
結成刺微に於し、て皮Ií!せのう}1~を除去する本1m氏Jfl 
f則前路訟が考策されて以来，人休神経，筋の閥抑制
定は完全なものとなった。
る如し。 b5ヌ・健験もこの平衡問路訟にもとづき，長い刺激1守 
1'111をもっ甑戸:jlV~波をもって越沼庄を求め， iJl続き切
換スヰユツチにより， :)0じの 2fj自の強さの主IJ.一直角刺激
を与え，県のiliV!tl切りを〆イヤノLの調絡で 0.1-5 
msec.に加盟して興1?を生起するに・必袈な最小の附:
1'1:1]を測定した。これがn寺脳である。筋では大(*:f:l絡
の!時限iの半分程度で、あった。以上』主筋の収納を示倣:
としたが，よりザPlr示;際を正械にするため N.femo-
腹筋より活動寵{立を記録したとこ1;を刺激し即ralis
ろ， 2簡の独}'t:した活動電枕を得.た。共のr::'If1時間の 
i座れて現われる活動溜{立は，求心性繊維から脊髄を
介してイミノバルスが到来したためのものであり，通
例の脱皮射，即ち張反射によるものである。早く現
われる活動官位は遠心性の運動神経によるもので，
